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※ 朝の学活前に背負いかばんを廊下に並べます。（出席番号順） 

※ テストの時は、廊下側前から出席番号順に着席します。 

テスト中６か条 

 

テスト後３か条 

１  ２  

 

３  

 

テスト範囲を確認し、計画

的に勉強を進めます。 

わからない内容はどんどん先生に

質問して理解しておきましょう。 

４  ５ ６  

７  ８ ９ 

11  12  

テスト前３か条 

 

定期テスト・心がまえ１２か条 

体調を万全に整えテスト

当日を迎えます。 

休み時間は最後のまと

め。この10分間が大切で

す。 

机の中は空に。机の上は

筆記用具やコンパス・定

規だけ。 

何よりも先に、組・番号・

氏名を書きます。 

あせらずにできる問題か

らやり始めます。 

用具の貸し借り、キョロキ

ョロよそ見は厳禁です。 

時間いっぱい全力を尽く

す。見直しもテストのうち

です。 

時間いっぱい全力を尽く

す。見直しもテストのうち

です。 

ハプニング発生!! 黙って

挙手し、先生の指示を受

けます。 

終わったテストのことは考

えず、次のテストの最終チ

ェックをします。 

テストが返却されたら、誤

答分析を必ず行います。 

反省を次に生かす。次回

の定期テストの目標を決

めます。 

睡眠をとり朝食を食べ、脳がフル回

転できるようにしましょう。 
直前の休み時間はトイレをすませ、

最終チェックをしましょう。 

筆記用具以外の不必要なものはす

べてロッカーにしまいましょう。 

｢始め｣の合図で、解答用紙にまず

組・番号・氏名を書きましょう。 

あわててすぐに答えを書き始めず、

問題をよく読んで、できる問題から

始めましょう。 

コンパスや定規などの用具の準備

を忘れないこと。おしゃべりやよそ

見を絶対にしてはいけません。 

答えを全部書いてしまっても、何度

も見直して時間いっぱいテストに取

り組みましょう。 

消しゴムを落とした、質問がある、ト

イレに行きたくなった……。そんな

時はあせらず先生に伝えましょう。 

｢できた｣｢間違えた｣と一喜一憂して

も始まりません。次のテストの準備

をしましょう。 

テストで大切なのは、間違った問題

をやり直して完全に理解することで

す。 
目標を紙に書いて机の前に貼った

りすると効果的です。 



注意！ こんな行為は不正行為と見なされます。 
 

１  テスト中にキョロキョロよそ見をする。 

 

２  テスト中に自分の答案を見せる。 

 

３  テスト中にものの貸し借りをする。 

 

４  テスト中に声を出す。 

 

５  監督の先生の指示に従わない。 

 

６  テスト中に不必要に体を動かす。 

 

７  持ち込みを許可されたもの以外を使用する。 

 

８  他の受験者の迷惑となる行為をする。 

 

９  解答とは無関係な事柄を書く。（落書きをする。） 

 

１０ 解答用紙を提出せずに持ち帰る。 

 

１１ 事前に解答を机に書き込む。 


